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【目的】 
多くの国で花粉症患者の増加が指摘されているが，国内では樹木花
粉，中でも日本特有とされるスギ花粉による花粉症が大きな問題になっ
ている。欧米の牧草など草本花粉による花粉症に比較してスギ花粉は飛
散期間，飛散距離が長く，また誘発される症状も強く，日常生活へ障害
が大きいことが特徴で，日本国内のスギ花粉症の有病率は 30％に近い
と報告されている。 
 しかし，スギ花粉の花粉飛散量は毎年異なり地域差も大きく，さらに同
じ地域でも各個人が曝露される花粉量は個々の生活様式で大きく変わ
ることからスギ花粉症の治療評価は容易ではない。以前より行われてい
た自然飛散環境下の野外試験（park study）による評価法は，これらの条
件に左右されるのが課題であった。また、診察室で行う鼻粘膜誘発テスト
は，鼻粘膜の一部の単回曝露であり自然曝露時の症状の重症度と相関
せず、治療評価法としては難しいとされている。 
 季節を問わず常に同じ再現性のある安定した条件下で花粉を飛散さ
せることが可能な花粉飛散室で患者の花粉症の評価が出来れば，これ
らの課題を解決し，治療法の精度の高い評価法として非常に意義がある
と考えられる。そこで，千葉大学医学部敷地内に設置された千葉環境曝
露室の基本的性能（validation study）を検証した。 
【対象と方法】 
 千葉環境曝露室は敷地面積 71.8 m3，高さ 1.7 メートルの長方形の構
造で最大 50 名を収容できる。コントロールルームと室内はガラスで仕切
られ，試験中は医師が常駐している。床はメッシュ状になっており，花粉
の蓄積を防ぐ構造になっている。また被験者は顔以外は使い捨ての衣
装，帽子，シューズカバーで覆い，被験者自身が持ち込んだほこりや，
室内の花粉を室外に持ち出すことによる影響を受けないように工夫をし
た。 
 自動花粉測定器（神栄）を用いて，曝露室内の花粉飛散中の空間的
および時間的濃度の均一性の確認をおこなった。 
 次にスギ花粉症の 14 名（男 12 名，27-57 歳）のボランティアを対象に,  
曝露室での鼻症状の再現性，飛散濃度による鼻症状の違いおよび 
wash out 期間の設定を検討した。具体的には，・スギ花粉濃度 8000 個
/m3 で 3 時間曝露した際に誘発される室内および退室後の鼻症状の評
価・12000 個/m3 で誘発される鼻症状との比較・花粉濃度 8000 個/m3 で
2 時間曝露を 3 日間行った際に誘発される鼻症状の変化・花粉濃度
8000 個/m3 で 2 時間曝露を 2 週間あけて行った際に誘発される鼻症状
の比較，の検討を行った。 
 鼻症状の評価は，曝露室を用いた自覚症状スコア（くしゃみ，鼻水，
鼻閉）を用いた。自覚症状スコアは症状がない状態を 0 点とし全 4 段階
評価とした。 
 最後に，自然花粉飛散期の症状との関連を検討するため 72 名（男 29
名 19-66歳）のボランティアによる2009年の自然花粉飛散期での症状と，
2009 年の非自然花粉飛散期に行われた花粉濃度 8000 個/m3 で 2 時間
曝露した際に誘発される鼻症状の相関について検討した。なお，自然花
粉飛散期中および曝露後三日後まで，鼻アレルギー診療ガイドラインを
基に作成したアレルギー日記を記入し点数化を行った。またその合計点
数を TNSS(Total Nasal Symptom Score)として算出した。 
【結果・考察】 
 当曝露室内を 9 つのグループに分け各エリアの花粉濃度を自動花粉
測定器でリアルタイムに測定したところ，その濃度は一定に保たれ
（8000±1048 個/m3 ±12％），多施設で報告されている精度と変わりな
かった。また被験者の歩行による経時的濃度低下も極めて軽度であり，
短時間で復帰した。 
 14 名の被験者のくしゃみ，鼻汁，鼻閉の自覚症状スコアは曝露開始
後 2 時間でプラトーに達し，曝露室退出後も症状は穏やかながら持続し
た。また実際の症状として，くしゃみ及び鼻かみの回数は曝露室退出後
も有為差をもって続いた。花粉濃度 8000 個/m3 と 12000 個/m3 では自覚
症状スコアに差を認めなかった。これより，8000 個/m32 時間以上の曝露
が症状誘発可能な濃度及び時間と考えられた。 
 2 時間曝露を 3 日間連続で行うと 2 日目，3 日目では入室時から鼻症
状は急速かつ著明に有為差をもって増悪するというcarry over効果を認
めた。また，2 週間空けて再曝露した際には増悪は認められず同程度
の鼻症状が再現性を持って出現し，これより wash out 期間としては２週
間が適当と考えられた。 
 曝露室内で誘発された症状と自然飛散期の症状を比較したところ，曝
露室内の自覚症状スコアは自然飛散の初期（2009 年の飛散開始日で
ある 2 月 4 日から 2 月 28 日まで）の TNSS と一定の相関を認めた。
（r=0.48）また花粉曝露室内と 3 日後までの TNSS は自然花粉飛散期全
体の TNSS と弱い相関を認めた。（r=0.33） 
 
【結論】 
適正な環境下の千葉環境曝露室はスギ花粉症に対する試験を行うの
に適し，今後の花粉症の治療法の効果判定，さらに病態研究にも有用
である事が示唆された。 
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